
愛知県訪問看護ステーション協議会

災害訓練【発災1週間後】
～南海トラフ巨大地震：発災1週間後の状況想定～



1. 訓練の目的：4日目以降の『共助』を考える
自助を乗り越えた後の「共助」「地域連携」を機能させる

② 4日目～7日目の『共助』
の在り方

ステーション間・地区内でお
互いに助け合う

・ 自ステーションに余力があ

る場合、または逆に機能停
止している場合、地区連絡
会を通じてどのように応援・
連携体制を構築するかを検
討します。

・ QRコードで報状況の報告
を入力

③地域連携を具体化する
契機

多職種・多機関・地域代表
者との実質的な連携

・ 地域代表者と連携し、孤

立地域への訪問看護手段
や医療物資の確保策を考え
ます。

・ 訓練後の気づきに基づき、

地域一体型の防災連携を促
進します。

① 各事業所の自助体制
の維持確認

3日間を生き抜いた後のス
テーションの機能維持

・ 発災後3日間を各ステー

ション単独で生存・運営し
た後、4日目以降も継続的

に看護を供給できる状態を
どのように維持するか検証
します。





























【今後の展開】訓練後のフィードバックと次回検討課題

訓練後地区代表へのフィードバック

■アンケートの実施と課題抽出

■地区代表者へのデータフィードバック

集約された地区別の回答データを、各地区の「地域代表者」にフィードバック
します

※9月下旬を予定
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